
けられる上丸てなる。

このように,林地肥培の場含の林木;てよる肥科の吸成率は1革生農作物の朝&とその模政 

が畏なり,この点て林堆史培のメカニスムの‘冲異せがめるSのと考察されるが,いずれにし 

ても藏当切2一 5年問の吸攻率:が财ことに対しては,技術的改涔の余地が今後に度さn 

ている。

8.その他 その池41牟愛の成泌として,広鳏囲の,痛埒について｝:【,仗後時の施肥幼果•;I

きわめて顯雲でらるが(表ー19).天然林に対するあ犯・力果についてはa下・决时中で吻る。 

また雀カ的鄭点より除草剤と把片を混用すると,唉氓硼も肥効をやや劣る呂合(汲ー17 ) 

や,除車幼果は<+ ),砌!は(-)(て琪われた甥合( &一 2 6 )かあり,今度の研究が必 

妾でらる。なお、,林地の3妾累式狀よりその天然供や止をみQと,一般雑はNつ天然供朝 

カ懺も低い。このことはNの肥効が效も;見われ易いことを意味し,このことより多くの林業 

用肥辫もNの含有率がP , K；C <らべて髙い。しかし,火山成土壌の礎合はPの天然供偕「よ 

が毋も此いというデーターもみらnた(図ー 3 )〇

. (取りまとめ責任者 粘廣男)
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2 .大型機械による造林作業の機械化に関する研究

1試段担当者

破戚目長:山鳴三平 «唯士二祈究室:痔内正進•三中0男•平松 修

2献駁目的

休・榮の労姻生産性の向上を意図し,とくに隈械化作:％の適用がお、くれている担:林作業に対し, 

大型橈ばすなわらトラクタむよび同付梢作業HにXる地捂え.«付.下刈り•薬剤散布•伐艮 

処理V各作斐のワンマンコントロールによる波械化を可旄ならしめることな,進林作菜の段械 

化の可貽生を立还する上で大さな意羨を有す6交階をむかえ「【いろ。このことは本邦のみなら 

ず海外の,休菜先岬を通じての動向であって,各怖トラクタ付貝佥林用作楽段の開発を:よかる 

とともに,その械波性能および作業性能,こ7しら作姒の坦合わせにょる槪械化作業法等K検 

,付セくわえ,大型战株化に供!する基礎的技術わよび応用的技術体系の碓立田資するもので參る。

3 前年度までの経過とえられた結果

この研究は,農林水淺茂南会幽の特別試験研究課町として,沼和3 8年あ、よび3 9両年時: 

娜・Zの交付をうけ,本丿脸方山林の大型射械による造林作業の褒成化の可能性の検討ち、よ 

びこの叫の或南の碳立をはかっため,長呀あ、よび廁我両,W林局の剧力セえて,同始したもので 

ある。すなわち,浅間山双の•長野およぴ群馬両県下K安たがる擾侦疥林地のうち,岩村田・ち、よ 

ぴ單み両な椎罟の讶理する太型般械化造林央験団地互,現地実用試験地に魅定し,鄭顿量 

5. 5 tonの试験用クローラトラクタの改<；,造林用作菜版の試作開活,これらトラクタ故林 

機械のとくに一殺会。十特別研究羯設殁により考案単備した計測車なよぴ測定装位頌又よる緻械 

性能および作業性能の湖定,トラクブ!台にかし造林用付切作業浅涕重の祖合わせによる機械 

化作業方式の比較検紂,トラクタ造林概械化技術体系の検討箸維就実施してきている。

昭和5 8年度はトラクタ佥林!«の性能の基本とな奴檄用トラクタ題体の林地にむける直 

線走行•曲说走行・煩倒而査以ん辱に吸する所要動力をはじめ,アメリカ製スタンプカッタの 

伐根処埋に耍する動力,小西製ロータリカッタの雑草.沛木刈払いに•要する動力,林式にて試 

作せる癘肥岡付機お、よびイギリス製理用凶付機の植付在要する时力等・当初,式用された各作業 

豚)動力池・を共ず裝括的に測定し,わが国およぴ海外を逸じてもはじむてとむもわれるこの 

’鶴林機減の砌測生窕の滅要を判然たらしうるとともに,貞湘’Cよる作業性能の滅定も開始し, 

トラクタ值休殿械の林j也使用限界は,斜航勾配2 0。程度、までの傾瞥林地で可龙であること全実 

際使用結黑よりたしかめることができた〇
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(ajトラクタ単体の走行性施,トラクタR体のよ:也走行前カは走行速度/>ヤ伽にともない疋比 

倒して増大し,枝条をとりのぞいた林地よ バ刈払枝条の枚乱す小仰也上,:>走行、,方が余う 

な効力を必妥とし,また須料面の勾史の初川,こともなってはばiし比例して必疫な勒カが烟大 

する。曲頷走行雑必妥な動力.［曲環辛侄カ:小さくなる..:どマふし,囲次普径3阪以下のとこ 

ろで急激に余計な動力を必要とする。さらに戊很など隙呂約ののりこえに泣と < に大さな助 

力を必要とする。しかし,池常の走行に姿する功力は以上のような各裸条件下の走行でも最 

大値1ops•をこえる•ことは泾とんどなへ

(b)アメリカ製スタンブカックの性晃

スタンプカブトするは必疫な動力は,カックホイールの伐泯询面にわたるの団湎長とその 

ときの左右方向への送り速度•とによってことなり,この両なの植すなわち伐根切由面・植愤度 

お、よび切刖福すなわちカッタホイールの回浅方向への歩招し他5沏ユにはな正比例して増大 

する。本機にょ6 W filled 7カマツで2G〜35 "程度に歩厨しfitを』路するうがもっとも 

切削しやすく ,このとさの左右方向の送り速坡は3。〜1〇 〇"/secの巒网で使用され, 

所妥動力は平均15〜3 0 PSを必耍とすろ。すなりち,わか闾林業用トラクタ4 tonク 

ラスのものでほぼ泌度度劫力を,玲疫としている。

［C)小西我ロータリカケタの性,徂,ロータリカックつ:彳:地における设けん^抵抗力は約1〇 〇 

切若で,被けん引速度の増加とともにわずかに増大する。應草刈払いに要する助力は1OPS 

以下(てとどまるの亿対し,濫水刈払いに要する励力は平題17〜18PS •程度•までか普通で, 

臟担&大値は澀木が太い場合,4 OPS程度に達することがあるが,地搖え・下刈り亿は大次 

有利で,1人用刈払液の約1〇倍の省力劾果があることを純!隠しな,

冋・魅E植吋援および植:付破の性花,イギリス罢做付湿公平坦林地におけるけん引植付に:gナ 

る・斷力は平有5〜6 PS ,慢大14〜15PS程度〇林式で試作せる施肥沮付微のけん引驱動に 

要する動力研均7〜8PS,命大147 5PS程度。バイロノトフォレスト等で試用され 

たイギリス製•威付機は普通の地将え跡地では,伐槌その他枝条などの圈当物があるため使用 

できず,このため考案弑作したコルタをPTO軸で,継動し,耕うん作用をおこなわせるよう 

にした施肥植对機は,前者よりも林業用に改良されてはきたが,耕うん作用従お、こなわせる 

駆助コルク部の微械的強愛はきわめて,傾固なものて‘な・ければならないことカ峭J明した。

(〇)岩村田電林署菁内にあけるクローラトラクタCT-3 5を原为漁としスクンブカッタ:r,、よぴ 

ロータリカッタ在作業浪として交渙使用すあ連泰手1.名;笠よる告力造林作業?！,斜面勾配 

2伊决での林地での実行が,ij脂なことを立花したが,さらに低廉なる伐;艮処理谖の国浅化 

る、［び园寸に必要な植穴捆微の国産!院紡必要なこ匕公よぴトラクタI台につ」作剥8敎樹 

を交斐使用十る曲辛作を方式の達成が必妥なことを示渺した〇

昭和3 9年其:L,ひさつづき作斐戏Q闻発として,油圧駆地式のロータリ力・ノク箕用刀ルテ 

イオーガ全休忒化お、いて改艮試作し,岩村田堂林书に去いー1决作したトラクタ植穴整とともに, 

その動力性能および作丈性祖こ比絞検小低くわえ»当年叮から疝現地大眼從林僚械化夹狀地に» 

代役言林碧代内の应生地にかiナる 檢も併行して0由し,アメリカ脛ロータリカブク(ブケシ 

ュホグ),虑紀栖付强,ロ ークりカッタ兼用カルティオーガ公笹生地にむける動力性能の觀定 

もなこない,さらに,岩村口］営林’呂にあける大型鯉械化作菜方式と華淨翕林署にかける大用檢 

械化作.套方式の省力効果およぴ費用につ?比談険討七くわえ,作業機の組合せ使用および作芸 

H!の記分などにも険时をくわえ,1人用可策式哦はよら 廠化作:・に対し,トラクタ造林機 

械雑よる大型機械化作楽は,1人当り代用の点ではほ倒司智をか1〜2削有利する程應亿とど 

tるが,省力効委の点で以秘釜件の婿合で数浩,そうでなければ1°携料底の省力の実を期尚 

でさることを淮定することがでさた〇

(り 君时田弍トラクタ植穴即機の性籠,说穴掘刃克谨6 0 e (ブ"ペラ滋)の日入深さ3 Ocn 

で,R人硬咬? 0K?,含水率2 0あ,直遂1〜2烦の潘木の根・,、よぴ・准草類の根,ざらに1〜 

2皿の大小の帷右状の疎が贤に混合せる火山厌地符有のローム買土横において,植穴掘り所 

要動力は哉人速窿の址加K二次的に比例して谐大するが平均4～ 7 PS程度VCとどま6〇! 

穴の植穴収リ(直従6 Oca……この诳圈瞒林目的(て応じス各種のものを採用でさる)心?

どる正味の所耍時間な普通!〇杪前後,多くて1〇数秒〜2 〇細度で,土燻の粉碎・说拌 

は適当で,とくに倒植質土壤の飛妝はみられない。なあ、•浅間山灑岩村田甘村陪管内長倉山 

付近の上述土埃に;Hナる植穴爲!り深さ別値穴拙り所要価カは,深さ4 〇〜4 5m視産までは 

槌穴扣!り深さの増加にともない一次的位正比例して砌動力も増加するが,4 5皿以上の深 

さをi妹珮りしても,深さ4 5〜6 Ocaの徳囲ではその檀穴掘り所要動力田ほとんと後がみ 

られず,ほぼ5. 5〜7 PS溼度で一定とな石・

(g) ロータリカダタ:低用カルティオーガの性能,ロータリカワタとしての由眼は,アメリカ裂 

(プクシュホダ),小西知とほ僕网等の诣カセそなえ,地搖え・下刈りに十分映用でさるこ 

とを疋しかめん また,伊穴础搬としての性祐は,植穴国刃回砌:が岩村田式:植穴湘機にく 

らべると•枚俗はやく,教1〇 r pmめるいはすくなくとも1〇 Or pm以上;こ改造する方が有利 

とみとめられれ 値穴掘り温さ別所岐動力は,上述の岩村H!地方長倉山国有林内上蠻で,陳 

さ15〜2 〇瓦・では深さの増加花つれて总魂に・その浒装助力を増大させ・るが,2 Om以上
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になるとその増加副合・れ頭蓄にひく くなり,探さ5 0<顽,直径4 〇〜5 0 Eの切穴・・日リ:こ安 

する動力は1〇〜15 PSの旎囲で霧ろ。春村田式M穴司扱のようなi‘封恥咳速・あ式注/や.•上 

は価洛が安い点にわいてすぐれ,メーカによる流産がすすめられてよい機冲といえるが,そ 

の動力伝達部わxび寸穴囲刃取付部などの［灵我咨’虜こついては十分な安全串をとる必安が 

るり,これにより,林地土国を植穴掃り中に大きな石帰あるいは根系血鏡よりるたえられろ 

大えな衝大倚なに上q破頂を防止し左ければなるま・ハ。ちっとも,しばしば発生するこの大 

きな海年荷.近を發衝する機構を動力最部内にとくに,:殳,せし,トラクタエ喚唄松よびその円 

力伝達部の保護も考・ほすることも必安でるる〇これに對し,ロークり〃ノタ兼用カルティオ 

ーガは,湖E劑方式を架用しX いるため,植穴抽。中しばしば允生ナふ大住な爾察荷正な, 

このハイドロドライプの間接出舫方式むよびレリーフパルプ・ソレノイドパルプによる芬f 

’批H!阪拗の作用により妥衝される。すなわら,本故,こむいては,トラクタエンジン回q氏女 

1,50Or pmi'C万いて油归ぐンプに吐出圧1D 〇 %以上の圧力が伝逹ざれないように自財的に制 

倒され,植穴掴矛都に大5な卸蹄価が発生した硬合,そのお貝何の原:珈没部への伝近な防 

止し,扱碱球浚すなわち待命の延長に役立つとい少字勲そそなえている

(h)岩村田式トラクク滤穴捆機む上ぴロータリカノク兼用カルティオーガの讯穴拙リ作菜出定, 

これら両秩の実際作業の時間分析調査上!),杪穴挝リ深さDg利の笛穴剤時間H«j sec,

移動更離Lm別の移動時間Hg sec,植列本攻Nc別の方向抵換時間rlt sec|走行拒離 

Lm別の手待時間Hr secを各破別亿分园し,こ“より瞄 当り柄穴掘所要時間H (hr) 

は栖列對隔を2.5mに况用した羯合(トラクク造林煖诚化作業化級てはこの植列間隔がの 

ぞましい)かりに植裁区画を正方形とすれ児/ = 4,。 0 0 in/haで,次式より算定比波でさ 

る。H Hd Nc +HtNc + (HZ + Hr )L

3 6 0 0

ただし,岩村田式トラクタ柚穴田潑においては Hd =0.3 ODi： 2.0, HZ=5.16Lit2.1, 

Ht = 41.6Nc± 22.4 , Hr = 0.5 OL ± 0.15 ロータリカッタ難用カルティオーガ

了8、いては,Hd = 0.58D± 3.6 , HZ = 6.4 003.8 , Ht = 6 1.0NcX24.0 , 

Hr=Q74L +j).2 2 をとる。

すなわち,岩村田式トラクタ植穴础沒において:ば,3,000本祝の場合 ％当り/穴梱り 

浇妥時間H=14.2 5 士 4.4 2 hr , ロータリカック兼用カルティオーガはえ5てt ,3000 

本磷裁の場合ha当り植穴询リ所要時ボJ H=18.11± 7.7 3 hrをえむ これら以巡飯 

殉技储の・弗・不撫の差もふくまれた測定値で,機種による差だけを示しているものではな 
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く,すなハら,□ーメリでタ宗用カルティオーガ、つ,運め手あ技渦以;;村H!式トラクタ值穴 

蛆"幽2手・の湖より"〜 て「いたヨ,尚圧罚接琳め方式Kよる媽カ伝;竦作の方小米 

小城速«吋方式:よりも多少時:nを・なナムことが,作菜餌箜喻;E曲こ双決している。もcと 

も迎域手!斓つ差がなければこの作其哇宪呂痘江より刷少さmう。

(iJ写柵方式(スタンプカづメ.ロータリカ タ・トラクタ伝穴词敬)と舉淳方式(レーキ 

ドーザ・ ローダリカブク我用カルティオーガ)•・>作ズ•泓».卷定茂司十,、よび省力め黑,岩村 

田方式以,1台のトラクタで,代眼燃現にスタンブカッタ,理木え下刈h；-° ータリカアタ, 

溜折トラクタ植穴创成の各作業"交典使用し,聞手1名により伐探.明也つ烦绍林池に

いけ。,登休作茏・一環してあ、こなわせ今のに対し,混K方式は,伐极処种は戊碌衅<チェン 

ソーエ.!.リでさなだけ伐很高<t低く匕渤させ〇か(!〇 (tr^P：:とどめる)地瘠時Kかなじ 

くチェンソーで岛い伐根高を低く携淅処理せしめて由吳.地痔え下刈りにはロータり刀ブタ 

床用カルティオーガをロータリカッタとして使用し,山付に・同權をカルティオーガとして 

使用し,地摧え時の枝茶羡理を必快とするとさはレーキドーザを使用し,刖名・二网じく涇云 

手1名に.!Zリ年間 E じて造林作朶セー淺してわこなわせら作菜方式であろ。 (

いヨ,両方式!の年間檢動日放を冬季3. 5カ月を除いた«月〜12月甲旬にいたる8.5カ冃 

中の雨天休日をのぞいた17 5日とし,笑曲1Hの拘束時間8時間の!)ち正味丧處時問全 

4.8時間とし,両方式と勺,下刈オ1年は地将え•新Mあ、よび部年礎1回の下刈を;•こない, 

下刈オ2〜5年は,前年壬で地恭え・沂植された分の下刈りセひこなうと同時;こ当年•变の地 

拘え・新植•下刈りも上、こなうものとして,その作業呢カ,茂用,省力动采をとく :こ併行し 

て訳姦した1人用刈払機治よび1人用渺:麴浪使弔(こよる小业は様化方式と比絞潦討した祜 

果はつぎの表のとおりである。

昭和4 〇年度は,わが国造林作業上もっとも厄介祝されている笹生侦叙地にわける地捂えお 

よぴ下刈りにあ、いてトラクタロータリカッタの動力性能ふ、よび作表兜力を総合的に尤明し, 

その核海の砲立をはかるとともに,伐根処理股の試作を開始した。

(j)クローラトラクタ,圧生傾斜地Mあ、けるスリッブ率sは ー 20 〇〜+20 °日でめ勾 

安aにおいて,勾配を関数とする三次の実驳式次式から哉定でさることをたしかめも

s=-1.7 + 0.01 8 a + 0.0 〇7«2 + ao 〇 !5 a3

(kJクロ ーラトラクタのPTO粗(伝動効率企・測定し,エンジントルク5 mKタ以上にあ•いては技 

ぽ一定値〇. 95程旺であることえたし労・め,これにより式!换トラクタの総侯物効率グは,卜
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7.50 0
(トラクタ共) 0.9
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ロータリカジ束 
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(トラクタ 
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下刈323

2 2.0 4 〇
4.2 6 0

3.5
0.7

5,5 00
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ー犠

人彼
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•
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下刈24.8
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ランスミケションの効率 Tlx =0.95 (ただし牙1速),ディファレンシャルの効率

ぞ2 =0.93(ただし直線走行),ファイナルト・ライプの効率 グ3=0.95,スブ・・ケッ

卜とトラックリンクの効率 グ4 =0.83 5の推定値より グ=をり,グ3久=117 となり, 

般K孫用与れているクローラトラックタの総伝動効率と大差ないことをたしかめた.

(1)n —タリカブダ刃の切削抵抗力は,対払い峙のカッタ周速に一次的に逆比例して戚少し,

X崔xい対象物(てX 〇てその値はちがラてきて,淹木A皆既大なる 4 苗度中なる灌A

草の,傾に小さくなる。その刃削抵抗力F回に,カノタめ固速Vr m/s ecとすれば,温木

(直译2 〜6.5 爾)のとき,F=58.9- 0.2 92 Vr ,

卸正大なる笹(直径2. 7〜7.0",本敌12 6〜18 2双>とさ)

F=4 1.2 3-0.3 2 7 Vr , •
’酸度小左る遮(直遂2. 7〜7.0成,本救7 4〜14 4本/n?)のとき

F = 2 1.4 8-0.2 4 5 Vr ,
•・华のと 3 F = 7.1 一 0JJ3 2 Vr ノ ・

の炬をとも〇ただしカッタ刃用速は2〇〜110 in/secの範囲Kある。

M クローラトラクタによりロータリカ"を駆動し,林地浦祀面紀刈払った<易合の刈払い所 

要動力I理:L ,つぎの理論式より推定することができる。

P tQt(ハ COS a + sin a) +Qr(/r ft>s awihR)4 I ・n・Ne 

75・60・£】•£ 2・£ 3叨1・グ2•り3叨4

2 7T F -r • No . .
75 • 60 * M S•グ5•グg

{ Q, (/t 8$ a + sin a )十 Qr ( fr cos(1+ sin a )1_Vn

75・"i•グ2・グ3・グ"(1一s )

十 2 -F • r ・Ne________
75・6〇 ・"・為•を・りg
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ここでQt:トラクク企が,Qr :コータリカノタ页よ,ft :トラクタ走行抵况係,吹, 

/r : ロータリカブタけん引抵抗係我,I :トラブクリンクのビブチ長,n :スブaケノト 

ほ效の％, Ne :エンジン羽伝は,Va :トラクメつ込方を行速竺,U :林电勾紀,呂:ス 

リ‘ブ率,い:トランスミソンヨン荻速比,グ】:何圾族紡率,¢2 :ディファレンシャ 

ル減速比,グ2 :间波毋効率,Z 3 : 7 7イナルドライブ茨速比,グ3 :冋洩成湖•苔,グ4 

:スブロケブトとトラ,クリンクつ堂成効辛,？ 5 : PTO仲.或速比,グ5 :同任混効率, 

Z5 : ロータリオソク讃速比,グ!, ：|可:波诚効辛,r : ロータリカッタ刃有功半坯(小西我 

0.765m ,ブブシュホク"0.735m ) , F :同刈払近抗力・前出,漸木・鹿・以など乂 I拋対 

吸物あ、よび刀ブタ刃価速によりちがった値となる。

(叫ク=ーラトラクタ(てよりロークリカ’タをけん弓|驱動して刈払い作火した均企の秋科归仲 

率は正咲黙科篇費率,走行速淺,出力,燃耳のは並の関孜とかんがえることができる。すな 

わち,リブトル当たり刈払い走行距炫a £、よびりソトル当たけ等価刑払い而i^Aは次式KJ. 

リ計算できる。

.n, P 75•Z・n(1-s) ノず七・久・從・グ3•加％ •を
a —1 〇 — •----------------------------------------------------------------------

/b I- n- w 爲・加7!。(Qt(// cos CB-sina)+Qr (/rcoaQ!+-sinCt)｝

十2兀F・r • “•捲.い・グi •况•ろ3•久

〇2 P' b_______75〃 .!1(1_3)£5・ん・を・從・カ・た•な.％____________

fb L ・n ・も ％ •為・晶［Q£ (/£ cosa+sina)+Qr(/rcosa+sina)}

•卜 2 ?rF・ r • £ j 3 ；：•£ 3・"i•り2叨3叨<*

ただし,ここで,〃:燃科の比垂(襁油0.825grんが),b:刈払海,左:正味瞄 

消登率,出力の阅故で,この畝験トラクタ4よつぎの億をとる:

/b = 5.44P- 2.4 0 + ——.1 〇3
P

公刊せろ餅究银吿 ・

)山略三平項か:トラクタ选林破械の実奈住兜(I )•日本林学会大会諧演集氣7 5

)冋 :トラクタ造林潑械の実藤性能(||),ロータリカノタ强用カルティオ_ガと

トラクタ脳穴抽滾の構.造む・よび性能,日本林字会大会跖演集;fe7 6

• 一 44 一

5 )同 :トラクタ造林液はゆ脸性能(皿),岩村田方式と疝浄方式の作英性谴,日本林 

学会大会第演集亦ア 6

4 ) |«] :大戒扱械にXる成;株作瘻の概械化,昭点! 3 9年度林業:獭理年裁

5 ) 同 :トラクタ・ロータりカックの侦斜地刈払い性晃(英文),日本依学会誌Vol.

4 8 ,成 7 '

6 ) |uj :大掣扱波によふ造林作業の W化,昭利U 〇年区林笑”懺場年秋

4 41年度の試験計圖

前年度忒験せら伐根処理做がアメリカ衆!スタンブカッタつ伐恨饱紐.まカと比絞してセの作斐 

志カがやや労る点に検时を加え,とくにし[刷刃の形状に改良ぞくわえてその戊根悠型性携の測 

定企なこなうとともに,その作栄性宪に検向なくわえん。さらにトラクタ薬剤放布機のM作をお 

こない,トラクタ造林作業のワンマンコントロ -ルにょを一環作菜の確立に資する。

5 41年度の武験経週と膽果

改貝.試作せる伐根処或!成お、よび•來剤敞布微について,au愼林客がよび沼田驾林署両宙内にあ、 

いて,状験用トラクタにょり・隹架必防した揚合の助刀性能の祖旋でふ、こない.これら両作系徳め 

i调戎性旋の究明在するとともに,その実甲性に検討をくわえた〇

(〇)弑作せる伐根処理浪は,アメリカ肥(伐,根処理浪-スタンプカブター)がタイヤ2輸マ装佣 

したセミトレーラ式で,林地での移勘に熟対!を必要とし,とくに伐機付近での位敬づ!ナ運伝は 

废進運滋をおこなう必耍があリ,わ力廷!山林伐採跡地での使用;こ適しないのに対し,その影状 

はトラクタ後部に打負式亿装架でさるようコンパクト(こでさている点に大さな特以があり,形 

状の点からは十分林!也傾斜面での使用(岡えふものでめる。建え,その作動なロータリカブタ 

兼用カルテイオーガ同樣油圧ポンブKよるハイドロドライブ方式を採用している点もアメリカ 

裂スタンプカッタとことなる。前年度如削効率の低くかった代极切削刃の刃角に改良全くわえ 

た結県,切削刃の切削効率は増大し,わが国人工林伐m味の伐根すなわち比岐的中小従木の伐 

根処理には本機もアメリカ與スタンプカックと依ぽ同程度:)伐眼処理矩力をうらうろものと推 

定される;ていえラた〇

なお、伐根処理機による伐颇理益能についてはその基本性状に関した測定資料よりとリまと 

め究明しつつ吻る。 f

珍)トラクタ薬削敌布懺は,除草剤右、よぴ功除用薬剤の掛布を可花ならしめるため試作したもの 

で,物剤:切よぴ粒剤の放布が可能でめる。修伏はトラクタ後部三点支持炭谜Kより菅盖式K装 

架でさる点がまったくあたらしい潸・惧で,休地商斜面での薬创散布を容易ならしめるものであ
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る。実・•奈,没粉•號粒,:誓iの格梁から,ち’むつ磐造治、上ぴ感礎で十分実用K供しうることが推定 

されJ財:,純は・放泣時の菇本的生・呂こついてば捌定資样にもとづきとク％とめ検祠をくわ 

えつつある。

6 こんごの問題点

41年度試作が二び実用性能に土針をくわえてきな伐伪匹理穩ろ•よぴトラクク戏剤故布农に 

ついては,な公両機とも灭用板として謨造【こ検时をくわえる余地がう6とともに,その歩或的 

基本性能につき各技条件下での計洵をお就し,その改善に任する必姿力:ある。

左公,こんごは,林業吊トラクタとして,4检迅動式ホイールトラクタの提帛が,海外に志、 

いてはひろくすすめられつつあるので,わか国山林・こふいても,従来つクロ ーラトラクタと対 

比してホイールトラクタの使用可能限界を明確ならしめる必斐がむる。十左わらホイールトラ 

ククによる集オのみならず澄林作疝つ機檢ヨよび作岩生能を咒明し,その彳’J矢を明砥ならしめ, 

トラクタを原劫斑とし谷極作某欧を作子することによる大迎破被による林芙生湧の労•皿生建性

の向上を目途した技術体系の確立をはかる必耍があ6〇
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3 亜高山地帯の造林

1試験担当者

ぶ料造林科長:爪下正天

ク洗林オニ研•咒室:城欣二,只木良也,枷秋一延

ク植生研兜室:刈住昇,

ク土壊才三妍兄室:前田顷三,宮川落

”［北支•塌育林才二餅充案:加籀充助

〇 存林牙ヨ研究室:山谷孝一

ク 経営オ四硏究室:小用忠三郎

木舀分我适林航究室:飯原三男

2 滅験目的

底大造林の進妥にともない亜髙山地带:こも,父面伎皆は人工‘孔我の施楽がすすうられている 

が,その成Mlは必ずしも満足すべきものではない。しかも昨今の労椅力の不足の間四・からん 

で,これら地帝に話、ける造林滲;存の再浪“’寸とー时つ研おが必旧となっくさた〇この研衆ぱち、いて 

は,人工造休めるいは天然更沂にかぎっことなく,それぞれ ‘カ覺员にEじた燃渣更新彼術の昴 

立在目的とする。

3 前年度までの経過とえられた結果

本研究の発足以前から経常硏宛として亜高山地帯の更新に関連した湖近か行なわれていた在,

正式(てとりめげたのは昭和4 〇年度からでめる。

4 〇年度は次の事項について譚査研兇あ、 よび沛换她°投定な行なつ •企。

(I)木場担当の分

41年度は中部山苗の斜嗅圈林带に烝点をしばった〇

a試滾地設定疾荊地として,名古諮営林局久な番"内千間尊’胡燃％地区,長野営林局日 

田碧陪迎,八ヶ岳北邮岖,川上地区あ、よび映削れヤ內八ケt訓郷地区について煽H餾£

を彳亍なった〇

〇臼田誼営区5 2沐母(川上地区)心町谄8.5 haの带状更祝共験地を:i殳定(伐採前の調 

査をした。

c八ヶ岳北聊岖:の既往帝釈戊溶也の保残带が立木処分となり,41年氏中に伐出される 

ので,その奈保浅苔の更新稽•尚かどのxうな経過をとるかを知るため,ブロントを改定し


